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ンチャークラスターと捉え，後者の
創出型ベンチャークラスターと区分することにする。そのうえ，前者の典型といえる G-Valley の














4 	 韓国産業団地公団編「国家産業団地の産業動向」2014年12月号， 6頁と10頁。
5 	 韓国ベンチャー企業協会編，「ベンチャー企業現況」2015年 3 月号， 1頁。
6 	 産業クラスターのライフサイクルに関して，具（2012）は，Martin and Fornahl（2010）の発生（emergence）


























































の1967年 4 月に完成した。第 1団地と呼ばれる136,566坪に達するエリアであった。
初期に入居したのはどのような企業なのか。工業団地の造成当初から主な対象に想定していた



























＜表 １ ＞ 九老工団（G-Valley）入居企業の業種別構成比（１97１年，１982年，１987年）
1971年
1982年 1987年
第 1団地 第 2団地 合計
企業数 ％ 企業数 ％ 企業数 ％ 企業数 ％ 企業数 ％
繊維・縫製 10 27.8 15 39.5 25 33.8 64 30.3 83 30.7
化学・プラスチック 3 8.3 1 2.6 4 5.4 9 4.3 13 4.8
組立金属 1 2.8 0 0.0 1 1.4 11 5.2 13 4.8
機械 /装備 ― ― ― ― ― ― 16 7.6 17 6.3
電器電子 9 25.0 4 10.5 13 17.6 55 26.1 66 24.4
医療・精密・
光学機器および時計 2 5.6 2 5.3 4 5.4 9 4.3 4 1.5
出版 1 2.8 1 2.6 2 2.7 10 4.7 28 10.4
カツラ（桂） 1 2.8 9 23.7 10 13.5 3 1.4 5 1.9
その他 9 25.0 6 15.8 15 20.3 34 16.1 41 15.2
合計 36 100.0 38 100.0 74 100.0 211 100.0 270 100.0
（資料）イサンチョル（2012：83，87）より
1968年には第 3 団地の造成計画が発表された。当初，第 3 団地はソウルから離れたエリアが
検討されたが，結局，第 1 団地および第 2 団地と南西部に面する36万坪の敷地に決定された。
1970年から1973年まで工事が行われて，完成される前にすでに107社が分譲用地の買収を確約し
た。業種では繊維・縫製が29社，電器・電子が25社であり，第 1，第 2 団地と類似した分布で	
あった。（韓国輸出産業公団編，1994：224）。
3つの工業団地に入居した企業は，1982年になると，第 1団地に47社，第 2団地に31社，第 3
団地に133社で計211社，1987年には計270社まで増加するようになった。第 3団地の敷地面積は	









































1967 	 2,460 	 32 ― 7 1 4 ― ― 13 7 76.9
1968 	 4,487 	 46 ― 12 1 5 ― ― 18 10 97.5
1969 	 8,775 	 78 ― 20 4 8 ― ― 34 12 112.5
1970 12,283 	 91 ― 25 6 9 ― ― 37 14 135.0
1975 58,602 193 1 56 15 15 1 1 83 21 303.6
1978 75,143 210 2 61 17 18 1 2 87 22 357.8
1980 59,371 222 2 65 22 20 1 2 88 22 267.4
1985 66,685 259 2 83 27 21 1 4 98 23 257.5
1987 73,195 262 2 85 25 23 1 3 102 21 279.4
1990 55,694 261 2 80 26 22 1 4 110 16 213.4
1995 41,645 334 3 82 71 22 1 7 134 15 124.7



















（A） （B） （A+B） （C）
1968 6.7 0.8 ― 455.4 1.5 1.6
1970 57.5 23.2 ― 835.2 6.9 9.7
1972 ― ― 189.0 1,624.1 ― 11.6
1974 ― ― 453.0 4,460.4 ― 10.2
1976 ― ― 945.0 7,715.3 ― 12.2
1978 ― ― 1,362.0 12,710.6 ― 10.7
1980 ― ― 1,873.0 17,504.9 ― 10.7
1983 ― ― 2,498.0 24,445.1 ― 10.2
1985 1,929.1 ― 2,680.0 30,283.1 ― 8.8



























































































































同法施行令第 4条第 6項は“地上 3階建て以上で 6つ以上の工場が入居すること”を要件としている。
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19	 G-Valley 広報ホームページ（http://www.g-valley.kr/company/com_stats.jsp，2015年 5 月12日アクセス）よ
り。
20	 実際には，1999年 8 月から可能になった。
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＜表 4 ＞ G-Valley 企業の製造設備の有無と入居形態（20１3年 2 月）
製造業有無 N
製造業 非製造業
社 ％ 社 ％
国家産業団地平均 40,321 32,317 80.1 8,004 19.9




国家産業団地平均 35,013 9,689 27.7 25,324 72.3








団地は IT 関連，第 2団地はファッションデザイン，第 3団地は研究開発関連の企業が優先的に入
居するようにした。





































＜表 5 ＞ G-Valley 入居企業の先端関連指数の推移（１999～2009年）
項目 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009
先端製造系（a） 55 73 117 217 360 565 826 1,019 1,154 1,410 1,742
先端サービス系（b） 2 3 12 96 320 640 1,196 1,640 2,226 2,881 3,867
うち，知識産業 2 3 9 92 305 604 1,102 1,515 2,050 2,271 2,561
うち，情報通信 ― ― 3 4 15 36 94 125 176 610 1,306
先端産業合計
（A=a+b）
57 76 129 313 680 1,205 2,022 2,659 3,380 4,291 5,609
入居企業数
（B）
577 683 812 1,275 2,007 3,038 4,587 5,552 6,382 7,297 8,065
先端化率
（A/B*100）




















ベンチャー認定企業の業種を見ると，2014年 7 月時点で71.2％が製造業である＜表 6 ＞。次に
多いのが情報処理およびソフトウェア企業の16.4％である。ここで製造業と分類される企業の多









25	 2006年末に，ベンチャー認定企業の業界団体である（社）ベンチャー企業協会も G-Valley に移転して	
きた。
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社 1,918　 3,023　 117　 112　 210　 3　 1,033　 6,416　
％ 29.9％ 47.1％ 1.8％ 1.7％ 3.3％ 0.0％ 16.1％ 100.0％
京畿
社 7,351　 714　 92　 117　 74　 15　 516　 8,879　
％ 82.8％ 8.0％ 1.0％ 1.3％ 0.8％ 0.2％ 5.8％ 100.0％
仁川
社 1,191　 53　 6　 13　 9　 1　 57　 1,330　
％ 89.5％ 4.0％ 0.5％ 1.0％ 0.7％ 0.1％ 4.3％ 100.0％
首都圏
小計
社 10,460　 3,790　 215　 242　 293　 19　 1,606　 16,625　
％ 62.9％ 22.8％ 1.3％ 1.5％ 1.8％ 0.1％ 9.7％ 100.0％
全国計
社 20,661　 4,761　 333　 413　 362　 53　 2,452　 29,035　
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